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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
腫瘍の弱拡大像です。
向かって右側が非腫瘍部分で、左側が腫瘍です。
腫瘍は、組織学的にも境界明瞭な膨張性の発育様式を呈し、線維性被膜および隔壁は確認できません。
腫瘍部には、不規則に吻合・蛇行する小管腔構造や間質の好酸性細胞の増殖が認められ、赤脾髄成分を思わせます。白脾髄成分はほとんど認められず、提示はしませんが腫瘍辺縁に残存するのみでした。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
病歴は抄録の通りです。
追加事項として、既往歴や家族歴、および血液検査所見に特記事項を認めておりません。
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